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第３学年 学級活動指導案 

                          平成２７年１２月 １日（火）第５校時 

 

 

１ 題材  「将来に生きて働く資質・能力とは」 

       内容（３）学業と進路 （オ 主体的な進路の選択と将来設計） 

 

２ 題材設定の理由 

（１）生徒の実態 

 本学級の生徒は、明るく元気で、意欲的な生徒も多 

く、各種代表や実行委員などにも進んで立候補し、自 

主的に活動に取り組もうとしている。その反面、一人 

一人の個性が強く、お互いのことを考えながら調和を 

図るという場面では、つまずきも多い。しかし、各行 

事の取組の中で、本音を語り合ったり、意見をぶつけ 

合ったりするといった経験を通して、お互いを理解し、 

学級の団結力も増してきた。「学校生活に関するアン 

ケート調査」においても、「学校が楽しい」「みんなで 

何かをするのは楽しい」という質問に対して前向きな 

回答が多く見られた。 

 このような経験から、進路選択や受験勉強という点 

でも、学級全員で協力していこうという姿が見え、３ 

年○組という〝チーム〟として、進路実現を目指して 

いるところである。 

 第３学年では、「生徒に夢をもたせる」をキーワード 

にして進路指導を行っている。生徒たちは、これまで、 

総合的な学習の時間や学級活動を通して、進路を選択 

する上で重視するものをランキング形式でまとめたり、自己理解を深めるための活動や勉強法につ

互いの勉強法についての意見交換を行ったりしてきた。しかし、「進路選 

択上の不安に関するアンケート調査」を実施したとこ 

ろ、約５０％の生徒が依然として希望する進路先を決 

められなかったり、迷ったりしていることが分かった。 

 また、同調査において、最も不安が強かった部分が 

「受験で自分の力が通用するか心配である（８９％）」 

「学力がどのくらい伸びるか分からない（８６％）」と 

いう項目であった。併せて、１０月に行った「進路選 

択で重視するものランキング」においても、６つの生 

活班のうち、３つの班が「学力」の項目を１位に挙げ、 

残り３つの班が２位に挙げる結果であった。生徒側に 

は「進路は入学試験の点数や中学校での学習成績で決 

まるもの」という見方があると思われる。例え、それ 

が現実だとしても、「進路の選択・決定に当たっては、将来を見据えた進路計画が大切である」とい

うことを指導し、生徒一人一人に主体的な生き方を模索させたい。 
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【進路選択上の不安に関するアンケート調査（集計結果）】 

番号 質 問 項 目 １０月 １１月 

（１） 現在の進路選択は、自分なりに納得がいくのかどうかわからない。 ３２％ ３２％ 

（２） 高等学校への進学か、その他の上級学校への進学か、就職か、まだ迷っている。 ２％ ２％ 

（３） 希望の進路先に合格できるか、不安である。 ７０％ ７８％ 

（４） 現在の自分の学力で、どの程度の上級学校へ行けるかわからない。 ３２％ ２２％ 

（５） 行きたい進路先が、まだよくわからない。 ３２％ １４％ 

（６） 受験で自分の力が通用するか心配である。 ８９％ ８９％ 

（７） 自分の学力がどのくらい伸びるかわからない。 ８６％ ８６％ 

（８） 自分の選択は単なる妥協でないだろうか、と考えることがある。 ４３％ ２２％ 

（９） 現在の進路選択の他に、もっとよい選択があるのではないか、と考えることがある。 ５４％ ６５％ 

（１０） 受験勉強のやり方が、未だにわからない。 ５４％ ６５％ 

（１１） 塾に行かなくて、いいのだろうか。 １４％ １４％ 

（１２） 学費の高い学校や、自分に適さない学校に入ってしまわないか、不安である。 １９％ １９％ 

（１３） 保護者の期待に応えられるか、不安である。 ３５％ ３０％ 

（１４） 保護者のプレッシャーに耐えられるかどうか、不安である。 １６％ １９％ 

（１５） 自分の気持ちや考えを聞かずに、周囲がいろいろ言ってくるのが嫌だ。 ２４％ １４％ 

（１６） 友だちと同じ学校に行けるだろうか、と考えることがある。 １４％ ８％ 

（１７） 友だちと同じ学校に行くか、自分が本当に行きたい学校に行くべきか、迷うことがある。 １６％ ２％ 

（１８） 自分の選択は間違っていないだろうか、と考えることがある。 ５９％ ６５％ 

（１９） 希望して入った学校が、自分の想像と違っていたらどうしようか、と考えることがある。 ５７％ ６５％ 

（２０） 入った学校で人間関係がうまくできるかどうか不安である。 ７３％ ７３％ 

（２１） 学校の先生がきちんと対応してくれるか不安である。 ２４％ １６％ 

（２２） 自分が今、何をすべきなのか全然わからない。 ３５％ １４％ 

（２３） 希望する進路先が決まっていない。もしくは、迷っている。 ５１％ ５４％ 

（２）題材について 

 進路指導は、自分の将来の生き方や生活について夢や希望をもつことができるよう、指導・援助 

していくものである。しかし、中学校第３学年のこの時期においても、生徒の大半は、「将来、どの

ように生きていくのか」「どのように自己実現を果たしていくのか」ということを明確に示すことが

できず、「とりあえず高校に進学する」という選択をしがちである。そのため、生徒の実態にも示し

たように、進路実現に必要なものを問われると「学力」と答える傾向が強い。生徒に自信をもたせ、

主体的に将来どのような生き方をしていきたいのかを考えさせ、その実現に向けた進路計画を立て

させることで、「今、身に付けておくべき生きて働く資質や能力とは、どのようなものなのか」を考

えさせる必要がある。 

 そこで、本時は「採用選考（面接）」のロールプレイ（役割演技）を行うこととした。仮想の事業

所の「面接による採用選考」を生徒数名で演技させ、５人の中から３人を事業所で採用するという

ストーリーとする。この内容は、構成的グループエンカウンターを活用した授業実践事例として一

般に多く紹介されているものである。構成的グループエンカウンター等の教育相談的な手法につい

ては、道徳や学級活動の時間に導入される例が見られるが、その手法を導入したことによって、学

習指導要領が求める１単位時間の基本的な展開が崩れてしまわないよう配慮する必要がある。本題

材では、本来の構成的グループエンカウンターで行われるエクササイズ、シェアリングを、通常の

学級活動で見られる単純な生徒の役割演技とグループでの話合いとし、集団思考から自己決定へと

つなぐ活動内容（２）（３）の基本的な流れに留意した５０分間の指導過程を考えた。〝人を雇う立
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場〟になって考えることで、学力検査の結果は、将来に生きて働く資質・能力の一部であって、自

分の思い描く将来の希望や、自分自身の適性、社会への貢献・寄与する姿勢など、それ以外にも大

切にすべきものがあることに気付かせたい。そして、一人一人の個性を生かそうとする姿勢、夢や

希望をもって実現に向けて努力する姿勢、それを支える人間関係を大切にしていく姿勢を身に付け

させたい。 

 また、個々の進路の実現へ向けて学級集団全体で協力している雰囲気を大切にしていきたい。今

回の題材は、活動内容（３）の当たるもので、大方は教師主導で進めて行くことが多い内容だが、

敢えて学級活動委員会を機能させ、授業の進行を生徒に任せることにした。進路の選択・決定は、

個人で解決すべき課題であるが、現在、皆が等しく直面している問題について学級集団全体で考え

させることで、学級のよさ、集団のよさに気付かせながら、生徒個々の自己決定につなげて行く。

課題の提示などにおいて、適宜、教師の助言も入れながら、学級活動委員の生徒の指示の下、学級

の仲間全員で課題解決を目指し、共に努力していくという流れで活動を設定した。この活動で醸し

出される雰囲気を、その後の進路指導や学級経営に生かしたいと考えている。 

 

３ 指導のねらい 

○話合いや発表を通して、多様な価値観に触れ、自己の進路選択を見つめ直し、今後の生活の改  

 善を図る。 

○進路決定において大切なものは「学力」だけでなく、個性や自己を磨くことも大切であると気 

 付き、実践することができる。 

 

４ 評価の観点と評価規準 

集団活動や生活への 

関心・意欲・態度 

集団や社会の一員としての 

思考・判断・実践 

集団活動や生活についての 

知識・理解 

 将来の生き方や進路に関する 

興味や関心を広げるとともに、 

積極的に集団活動や自己の生活

の充実・向上に努めようとして 

いる。 

 将来の自分の生活に生きて働

く資質・能力について、学力以外

にも様々なことが考えられるこ

とに気付き、日常生活の改善を図

ろうとしている。 

 自分自身が、将来、どのよ

うな生き方をしていきたい

のかを考え、その生き方の実

現に向けた進路計画を立て

ようとしている。 

 

５ 展開の過程 

（１）事前の指導と生徒の活動 

期日 活動の場 活動の内容 指導上の留意点 
目指す生徒の姿と 

評価方法 

10月上旬 帰りの会 

(学級全員) 

○「進路選択上  

 の不安に関 

 するアンケ 

 ート調査(10 

 月）」の実施 

・10月上旬の段階での自分 

 自身の進路に関する不安 

 について、真剣に考えて 

 回答するよう助言する。 

・自分自身の進路選択 

 の状況を振り返って 

 いる。 

（関）【調査】【観察】 

10月30日 

（金） 

学級活動 

(学級全員) 

○「進路選択で 

 重視するも 

 のランキン 

 グ調査」の実 

 施 

・進路選択において、何を大 

 切にしていきたいか、他者 

 の考えを参考にして、自分 

 の考えを明確にする。 

・級友の考えを参考に 

 して、自分の生活に 

 生かし、実践しよう 

 としている。 

（思）【ワークシート】 

11月上旬 帰りの会 ○「進路選択上  ・前回のアンケート調査以降 ・自分自身の進路選択 
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(学級全員)  の不安に関 

 するアンケ 

 ート調査（11 

 月」）の実施 

 の自分の変化に注意する  

 よう助言する。 

 の状況を振り返って 

 いる。 

（関）【調査】【観察】 

11月6日 

（金） 

学級活動 

(学級全員) 

○私って誰？ ・自分の特性や資質について 

改めて考え、自分自身を見 

つめ直すよう言葉掛けを 

する。 

・これまでの活動を基 

 に、自分の個性や適 

 性について、的確に 

 分析している。 

（知）【観察】 

11月13日 

（金） 

学級活動 

(学級全員） 

○三者面談の 

 シミュレー 

 ション 

・三者面談に向けて、ゲスト 

 ティーチャー（教頭）の助 

 言を基に、自分の考えをま 

 とめるよう指導する。 

・三者面談の概要（目 

 的や内容）を理解し  

 ている。 

（知）【観察】 

11月16日 

～ 

三者面談 ○進路相談 ・今後の具体的な進路決定に 

 向けての方向付けを行う。 

 

11月20日 

（金） 

学級活動 

(学級全員) 

○教えて！あ 

 なたの勉強 

 法 

・互いの勉強法について紹介 

 し合うことで、自分の学習 

 法を見直す機会とし、受 

 験期に向けての連帯意識 

 醸成する。 

・学級集団の中で、互 

 いに協力し合おうと 

 している。 

（関）【観察】 

11月24日 

（火） 

放課後 

(学級活動

委員会) 

○本時の活動 

 における役 

 割の確認 

・活動のねらいや趣旨を理解 

させたうえで、教師と生徒 

がともに考え、活動展開を 

組み立てていく。 

・話合いを深めようと 

 意欲的に会議に参加 

 している。 

（関）【観察】 

（２）本時の指導と生徒の活動 

  ア 本時の活動テーマ 「将来に生きて働く資質・能力とは」 

 イ 本時のねらい 

  ○話合いや発表を通して、多様な価値観に触れ、自己の進路選択を見つめ直し、今後の生活 

   に生かしていく。 

  ○進路の選択・決定において大切なものは、学力（学習成績＝得点・点数）だけではなく、 

   個性や自己を磨くことも、大切なものであることに気付く。 

 ウ 本時の展開 

 活動の内容 ・指導上の留意点 ○目指す生徒の姿(観点)【評価方法】 資料等 

活

動

の

開

始 

－教師の話－ 

 

 

・はじめの言葉 

・学級活動委員の 

 紹介 

 

１ これまでの活 

 動を振り返る。 

 

 

◎本時の話合いを生徒主体のもの（自分たちもの）とす 

 るために学級活動委員会を機能させ、生徒に進行を任 

 せる旨（趣旨）を説明する。 

・進行役の生徒が述べる。 

・進行役、記録、役割演技を担当する生徒が、順に自己 

 紹介を行う。 

◎以下、生徒の進行とする。 

・前時までの活動を振り返り、自分たちが進路選択に当 

 たって重視していること、不安を感じていることを確 

 認する（学級活動委員によるアンケート調査の集計結  

 果発表）。 

 

 

 

 

 

 

 

・アンケート調 

 査結果の表 

 ・進路選択上  

  の不安 
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（教師からの問題 

 提起） 

 

２ 本時の活動を 

知る。 

 

 

３ 本時の流れの 

確認 

 

 

 

 

・教師から、進路選択において学力（学習成績＝得点・ 

 点数）以外にも重視すべきことがないかを問い掛け 

 る。 

・教師が本時のねらいを説明する。 

 

 

 

・学級活動委員（進行役）が、これから行うロールプレ 

 イ（役割演技）「事業所の採用選考面接」について、 

 その方法、留意点を説明する。 

・教師が補足説明を行う。 

 

 ・進路選択で 

  重視する 

  もの 

 

 

 

 

 

 

 

・ワークシート 

活

動

の

展

開 

４ ロールプレイ 

 （役割演技）「事 

 業所の採用選考 

 会議」を観る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ ロールプレイ  

 （役割演技）を 

・学級活動委員の進行により役割演技を行うが、教師は 

 必要に応じて指導助言を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・一人一人が役割演技に基づき、正式に採用したい受験 

 生を選ぶ。その際、理由をしっかりと考えさせる。 

・ワークシート 

・発表用の 

 黒板掲示物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※いずれも学力（学習成績＝得点・点数）を気にす 

 る傾向が強い。 

 

本時の活動テーマ：「将来に生きて働く資質・能力とは」 

 

 

 

【設定】 

  ある事業所の採用試験で、５名の受験生（Ａ、  

 Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ）が残った。しかし、採用枠は３ 

 名となっている。 

  この採用選考会議で５名のうち、３名の採用を 

 決定する。 

【役割演技】学級活動委員が演技、他は演技を観る。 

  採用選考の面接形式で、Ａ～Ｅの５名の紹介を 

 行う（面接官と受験生のＱ＆Ａ方式）。 

  Ａ…人と話すのが苦手。優柔不断で決断力が弱 

    い。情報処理が得意。アイディアが豊富。 

  Ｂ…声が小さい。穏やかで物静か。英語に堪能。 

    神経が細やか。 

  Ｃ…明朗快活。言葉遣いがややおかしい。人付 

    き合いが上手。一度他の職業に就いたが、 

    自分に合わず退職。 

  Ｄ…身なりがだらしない。シャツのボタンをし 

    ていない。学生時はアルバイト中心で部活 

    動は参加しなかった。 

  Ｅ…はっきりとした受け答え。芯が強い。言動 

    に思いやりがある。受験での不合格を体験。 

    ボランティア活動に参加。 

 

 

 

 

ロールプレイ（役割演技）「事業所の採用選考面接」 
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 観て、個人で考 

 えて、５名のう 

 ち３名の採用候 

 補者を挙げる。 

 

６ グループで  

 「採用選考会議」 

 を行い、班員の 

 話合いによって 

 ３名の採用候補 

 者を決定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ グループでの 

 話合いの結果を  

 班ごとに発表す 

 る。 

○将来の生活において大切な資質・能力は、学力だけで 

 はないことに気付き、他に何を重視したらよいか考え 

 ている。             （思）【観察】 

 

 

・学級活動委員（進行役）からの指示を聞き、グループ 

 での話合い「採用選考会議」を始める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・班長が、正式に採用する人材と選考した理由について 

 簡潔に発表する。 

・採用の決め手となった理由を分類し、学力以外にも 

 重視するポイントがあったことに気付かせる。 

 

活

動

の

ま

と

め 

８ ＶＴＲ「事業 

 所の人事担当職 

 員の話」を視聴 

 する。 

 

９ 自己評価 

 

 

 

 

 

10 教師の話 

・実際に事業所で人事を担当している方の話を聞き、自 

 分の考え方との矛盾点などに気付き、「将来に生きて 

 働く資質・能力」についての考えをまとめる。 

 

 

・本時の活動を通して、今後の自分の生活で、学習とと 

 もに、どのようなことを意識するとよいかを考え、自 

 身の目標を決定し、ワークシートに記入する。 

○多様な価値観に触れた中で、自己の進路選択を見つめ 

 直し、今後の自分の生活の充実・向上を図っている。 

              （関）【ワークシート】 

・生徒の意見を踏まえて、今後どのように生活していく 

・電子黒板 

 （映像） 

 

 

 

・ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

【手順】 

(1) グループ内で、各自がどのように選考したかを発 

  表し合う。 

(2) 意見を発表し合い、全員が納得する結論を出す。

(3) グループごとに導き出した結果を発表する。活動   

 を通して感じたことや会社に必要な人材について  

 考えたことを発表する。 

【注意点】 

・各グループとも、一人一人が順番に自分が選んだ 

 人材と判断した理由を言う（それぞれの意見を最 

 後までよく聞く）。 

・個人の考えを発表した後は、順番に自分の意見や 

 考えを言う。 

・他の人の考えや意見交換を通じて、感じたことや 

 参考になったことをメモしておく。 

・グループの意見をまとめ、３名の正式採用者を決 

 定する。 

グループでの話合い「採用選考会議」 



－中特 7－ 

 

 か、具体的に考えていくことの必要性を説き、事後の 

 活動へつなげる。 

 

 

 

 

 

（３）事後の指導と生徒の活動 

期日 活動の場 活動の内容 指導上の留意点 
目指す生徒の姿と 

評価の方法 

12月4日 

（金） 

学級活動 

（学級全員） 

・卒業カレンダー ・本時の活動を踏まえ、 

 今後の進路計画を見 

 直す。 

・自分の生活を振り返 

 り、これからの見通 

 しをもつ。 

 （思）【観察】 

12月中旬 放課後 ・校長面接 ・これまでの活動を踏ま 

 え、自分をどのように 

 アピールするかを考 

 え、実践する。 

 

 


